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一 般 相 談
家庭生活! の悩みごとや、いろ

いろな ‾F続きなどについて相談に
応じ ますっなお、心話でも結構です。
相談日は、t・日曜・祝日を除
く毎日、午前9時～午後4時
区役所1 階相談室

地域の方の熱意が実り
五反野コミュニティセンターオープン

豊
か
な
心
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

四
回
反
瞽
(
現
在
の
西
綾
瀬
と
足
立
二
こ
二
丁
目
)
地
域
の
区

嵋
詼
万
々
が
、
あ
し
か
け
四
年
の
年
月
を
か
け
、
五
反
野
コ

I
M

一
。一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

図
蹊
防
皆
さ
ん
の
熱
意
が
実
り
、
四
月
一
日
に
オ
ー
フ
ン
す

'
5
む
ど
に
な
り
ま
し
た
。

建

設

か

ら

運

営

ま

で

瓦
反

野

コ
ミ

ュ

ニ
子

彳

セ
し

々
I

は

、

わ
が

ま
ら
・
に

、
庄

民

岶…
叮

の

連

帯

≒

人

間
吁

膠

か
々

心

の
ふ

れ

あ

い

の

あ
る

ま
ら

フ

、
り

の

施
設

そ

建

設

し
て

も
ら

い
た

い
と

い

う
地

域

住

戉
の

熟

い
肌

い

が
実

を
結

ん

だ
も

の

て

す昭
和
だ
t
二
千
ヒ
月
に
、
区
艮
に

陳
情

書

が
提

出

さ
れ

、
そ

の

後
、
区

破

会

で

誦
・
頤
瘠

が
採

択
j

れ
ま

し
た

。

そ

こ

ズ

地

瓦
力

ぺ
町

会

自
冶

会

ふ
I‘巾
ヽ
恕

し
て

、

あ

ら

ゆ
る

層
の

ら

々
山

黠
・
'加
ふ

心
で

、
こ
建

股
蚕

図

会
}

を
設
置
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
紙
本
設
計
ブ
ラ
シ
气

住
民
会
議

を
鬨
催
し
て
作
成
し
ま
し
べ

こ
の
閧
、
区
の
担
当
者
を
ま
じ
え

―
や
数
回
の
大
・
小
の
会
議
、
打
合

せ
を
I紂
い
、
引
続
き
建
設
委
員
会
を

4
理
運
営
串
備
委
貝
忿

に
移
行

さ
せ
ま
し
气

そ
し
て
、
運
営
に
つ

い
て
の
協
議
を
か
さ
ね
、
地
域
住
民

の
自
L
管
理
に
よ
る
名
実
と
も
に

{ゴ
ミ
ダ
ーテ
ィ
セ
ン
タ
ー
ー
と
し

て
、
四
月
一
日
に
開
館
す
る
は
こ
び

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

五
反
野
コ
ミ
セ
ン
四
つ
の
特
色

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
従
来
の
住

区
施
設
に
み
ら
れ
な
い
四
つ
の
人
J
・

な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

□
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

将
来
の
宵
エ
ネ
ル
ギ
ー
吋
策
と
し

て
、
ソ
上
フ
ー
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
風
呂
の
渦
わ
か
し
、
手
洗
い
川

の
渦
な
ど
、
区
に
お
け
る
竹
エ
ネ
施

設
の
第
一
号
と
な
り
ま
恚

□
老
人
作
業
室

住
区
施
設
に
あ
る
老
人
館
に
は
、

お
年
寄
り
の
・い
こ
い
の
場
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ヨ
ン
の
堝
と
し
て
、
髱
広
悶
、

娯
楽
室
な
ど
か
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
加
え
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
対

策
と
し
て
、
働
く
よ
ろ
こ
ぴ
も
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
包
人
作

業
室
を
設
置
し
ま
し
た
ご

」れ
は
、

老
人
館
に
作
業
室
を・付
設
す
る
最
初

の
試
み
で
恚

□
ロ
ビ
ー

玄
関
を
入
る
と
、
正
面
に
大
き
な

ロ
ビ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地

液
の
方
々
に
、
自
山
に
気
軽
に
利
川

し
て
も
ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
'

ン
の
輪
ぞ
ひ
ろ
ぱ
て
も
ら・う
た
め
に

設
置
し
た
も
の
で
す
。

謡
り
あ
い
の
テ
ー
プ
ハ
や
ソ
フ
ァ

ー
、
ビ
デ
オ
も
み
ら
れ
る
テ
レ
ビ
が

あ
る
ほ
か
、
ジ
ュ
ー
ス
や
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
も
自
由
に
飲
め
ま
す
。し
か
も
、

隣
室
の
集
会
室
と
ド

。キ
ン
グ
し

て
、
大
集
会
室
に
も
な
る
よ
う
E
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
公
園
の
あ
る
施
般

程
反
野
ツ

冫

ニ
テ
ィ
セ
ヽ
ふ
I

の
隣
り
に
、
約
(
千
扉
の
公
園
が
造

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
園
と
施
設
が
一
体
と
な

。

て
、
一
大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
政
と
い

う
発
想
か
ら
、
公
園
造
成
に
あ
た
っ

て
ぃ
ろ
い
ろ
工
夫
が
な
さ
れ
て
ぃ
ま

ず

施
設
と
地
続
き
に
日
本
庭
園
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
親
子
で
楽
し
め

る
ア
ス
レ
チ

。ク
コ
ー
ナ
ー
、
児
童

遊
園
、
春
は
お
花
見
の
で
き
る
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
、
そ
し
て
、
U
l

ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
も
で
き
る
な
ど
、
夢
い
っ
ぱ

い
の
区
の
顏
と
し
て
の
設
備
が
数
多

く
あ
り
ま
黒

こ
れ
も
、
五
反
野
地

城
の
方
々
の
工
夫
が
生
か
さ
れ
た
も

の
で
す

。そ
の
他
若
人
館
施
政
以
外

は
ロ
ビ
ー
も
児
璽
館
も
土
足
で
出
へ

り
が
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

四
つ
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
こ
の

施
設
は
、
こ
の
他
、
集
会
施
設
、
児

童
館
(
学
童
保
育
室
を
含
む
)
、
老

人
館
(
風
呂
場
を
含
ひ
)
な
ど
が
あ

り
よ
す
。
で
す
か
ら
、
地
域
の
コ
ミ

ご
I
テ
ィ
セ
ン
タ
ーー
と
し
て
、
幼
児

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど
な
た
で
も

利
用
で
き
ま
す
。

□
ロ
ビ
ー

地
域
住
民
の
万
々
が
自
由
に
出
入

り
が
で
弌

詒
り
あ
い
、
憩
い
の
湛

と
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
九
時
～
午
後
五
時

休
館
日

毎
週
月
曜
口
と
毎
月
箚
三

日
曜
日
象

框
の
日
)
、
お
よ
び
年

末
年
始
(
十
二
月
二
十
九
日
～
一

月
一
言
)

、
国
民
の
祝
日
(
子
供

の
囗
、
敬
老
の
日
は
除
く
)

な
お
、
休
館
日
お
よ
び
夜
間
に

お
い
て
団
体
利
用
の
あ
る
場
合

は
、
ロ
ビ
ー
を
開
放
し
て
い
ま
す

□
集
会
施
設
(
会
議
室
)

会
議
室
は
、定
員
丘
十
名
程
度
で
、

講
習
会
、
話
し
合
い
な
ど
の
会
合
に

利
川
で
き
ま
す
。
ま
た
、
児
童
鮑
、

老
人
館
の
休
館
日
と
夜
間
は
、
全
館

を
住
区
集
会
施
設
と
し
て
、
多
目
的

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
時
間
帯

午
前
・
午
後
・
夜
間

の
三
区
分
で
、
連
続
利
用
も
で
き

ま
す
。

開
館
時
間

乍
前
九
時
～
午
後
丿
時

休
館
日

毎
月
第
三
日
曜
日
の
次
の

川
曜
日
(
清
掃
休
館
・口
)

、
お
よ

ぴ
年
衣
年
始
(
十
二
川
ニ
ト
九
日

～

。
一
月
三
日
)

申
込
方
法

利
用
日
の
三
力
川
前
か

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

受
付
で
申
し
込
み
で
き
ま
す

□
児
童
館

遊
戯
{
`
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
£
球
、
倫
投
げ
、
囲
苒
、将
棋
、

オ
セ
ロ
な
ど
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
工
作
室
、
図
一

室
、
学

童
保
育
室
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途

に
応
じ
た
設
備
が
乾一
っ
て
い
ま
1

開
館
時
間

午
前
九
時
～
午
後
斤
時

休
館
日

毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第
三

日
曜
日
(
家
庭
の
川
)
、
お
よ
ぴ

年
末
年
始
(
卜
二
月
一一
卜
九
口
～

一
月
三
日
)

、
国
民
の
祝
日

孚

供
の
冂
を
除
く
)

□
老
人
館

大
広
間
や
娯
楽
室
に
、
レ
コ
ー
ド

ブ
レ
ヤ
ー
や
囲
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ

が
あ
る
ほ
か
、
バ
ン
パ
ー
、
あ
ん
ま

器
が
あ
り
ま
て

ま
た
風
呂
も
設
一

し
、
お
年
寄
り
の
方
々
の
た
め
の
諸

設
備
ふ・
慳
え
て
あ
り
ま
す
。

開

館

時
間

午
前

九

時
～

乍

後

バ
時

休

館

日

毎

週
月

叩

卜
と

毎

月
第

只

日

畷

日
(

家
庭

の

日
)

、
お
よ

び

年

末

年
始
(

卜
二

月

二
十

九
日

～

一
月

三
口
)

、
国

民
の

祝

口
(

敬

老
の

日
を

除

く
)

利
用

方

法
・

運

営
に

つ

い
て

の
問

合

せ
先

仔
反

野

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

セ
ン

タ
ー

　
(
(

六
上

二
(
四

三

こ の 施設 の 建 設費 は、 年金 積
立金 還元 融 資によ るも の で す

区のうた・マーチ
制定 委 員 会 発足

委員は團伊玖磨氏ら10 名

区
制
。ハ
ヤ
周
年
か
一
紀
さ
し
て
、

区
の
ろ
た
・
マ
ー
チ
4
・
制
定
す
る

こ
と
に
々
り
、
幅
広
く
区
民
力
皆

さ
ん
か
ら
歌
詞
を
尊
ら
せ
て
い
た

だ
き
支
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
背
さ

ん
の
り
昨
ふ
4
門
家
ふ
一
へ
い
め
て
慎

重
に
選
考
す
る
た
め
に
、
"
区
の

う
た
・
マ
ー
チ
制
定
蒭
ほ
ら
f
を

発
耻
t
る
こ
七
に
々
り
ま
し
仁
　

な
お
、制
定
委
員
は
、作
曲
家

の
嬾
一
伊
玖
磨
氏
ふ
一
々
一
め
t
次
の
方

々
で

す

。(

敬

称

略
・

順

。も
同
)

制
定
委
員
氏
名

▽
團
伊
玖
磨

篩

曲
家
)

ご
飯
田

脛

彦
(

区

議
会

議

員
)

T
a

岡
卍
f
(

区

議
会

議

艮
)

T
逸

昆
英

幸
(

区

議
会

議

貝
)

フ

淌

水

と
よ

子
(

前
区

制

屁

卜
周

軍

記

念
唄

業
区

民
会

議

委
弓

▽

多

Ⅲ

か
・つ
よ

前

区

制

扛
い
1
t

記

念

事
業

区
民

会

議
委

員
)

▽

川

鳶

陽
子
(

前

区

制

瓦
十

周
年

紀

念

呶
E梟

区

民
会

議
委

ほ
)

T

村
上

忍
(

東
京

都

巾
学

校

音

楽
教

育
研

究

会
副

会

き

▽
Ⅲ

沼

将

迢

迩

区

巾
学

校
教

育
研

究
会

旧

笵
郎

委

員
艮
)

T

陶
山

純

二

呈

立

区

助
役
)

團
伊
玖
磨
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
卍
十
三
年
四
月
ヒ

川
呎
叭
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
一
。十
年
限
京
音
楽
学
校

昨
曲
科
卒
業
(呪
朿
京
芸
術
大
学
)
作
曲
部
門
で
山
川

胼
作
作
曲
賞
、ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
、芸
術
祭
賞
:
文
筆

郎
門
で
読
売
文
学
賞
。
現
在
、
日
本
芸
術
院
会
員
。

制度が変 わり ます

区 費 負 担 の 交 通 災 害 共 済

昭
和
五
卜
七
年
四
月

一
口
に
、
区
が
負
担
し

て
き
た
文
通
災
害
共
済

一
口
分
の
共
済
期
間
が

終
r
し
ま
す
。
こ
れ
を

も
っ
て
、
こ
の
制
度
を

廃
止
し
、
新
た
に
足
立

区
汕一
自
の
見
舞
金
制
度

を
発
足
さ
せ
る
F
定
で

す
。こ

れ
は
、
交
通
弱
者

と
い
わ
れ
る
F
供
や
お

年
寄
り
の
方
(
四
歳
以
L

巾
学
生
ま
で
と
七
十

歳
以
上
の
方
)
が
交
通
搴

故
に
あ
っ
た
場
合
、特
別

区
交
通
災
害
共
済
制
度
の

見
舞
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、区
が
一
口
分
の
掛
金

を
負
担
し
、
加
入
し
て
き

た
制
度
を
区
独
白
の
見
舞

介
制
度
に
変
更
す
る
も
の

で
す
。

な
お
、
新
し
い
見
舞
金

制
度
の
騨
細
に
つ
い
て

は
、
四
月
L
旬
頃
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

交
通
安
令
係

少
年
非
行
進
む低
年
齢
化

14
・
1
5
・
16

歳
で

全

体

の

七

割

春
休
み
に
考
え
た
い
子
供
の
こ
と

□
非

行
の

特

徴

こ

の
頃

、
連
日

の
よ

う

に

、
青

少
年

非

行

が
ニ

ュ
ー

ス
で

報

じ
ら

れ
て

い

ま
す

が
、

こ
の

深

刻

な
状

況
は

、
数

字

の
上

に

も
は

っ
き

り

表

わ
れ
て

い

ま

す
。

ま
ず

第
一

に

挙
ば

ら

れ
る
の

は

刑
法

少

年
、

つ

ま
り

刑
法

に

触

れ

る
郢

を

犯
し

た

十
四

歳

以
上

、

こ

い
歳

未

満
の

少

年
が

増

え
て

い

る

こ

と
で

す

。
五

卜

六
年

一
月

か

ら

十

一
月

ま
で

に

補
導

さ

れ

た
少

年

は
、

全

凶
で

十

六
万
(

千

人

を

超

え
、

の

年
の

同

じ
時

期

に
比

べ

て

約
一

万

八
千

五
百

人

、

一
二
%

強

の
増

加

串
に

な

っ
て

い

ま
す

。

こ

れ
を

年
齢

別

に
見

る

と
、

最

も

多

い
の

が
十

四
歳

、

続

い
て

ド五
歳
、

土
(

歳

の

順
で

、

こ
れ

ら

二

つ
の

年

齢

を
あ

わ

せ
る

と

十
一
一

万

人

を
超

え
、

全
体
の

七
割

以
上

を
占

め
て

い

ま
す

。

こ

の
よ

う

に
、

低

年
齢

化
、

と

り
わ

け

中
学

生
の

非

行
増

加

が

一

屬
目

立

っ
て

き

た
の

が
、

最

近
の

特
徴

で

す
。

非

行
の

顧

類
で

最

も
多

い

の
は

窃
盗

で

す

。
単

純
な

助

機
で

万
引

き

を
し

た

り
、

自

転
車

な
ど

を
a

む
、

い

わ

ゆ
る
i

び
型

非

行
ふ

依

然
と

し
て

目

立

っ
て

い
ま

す

。

ま

た
、

こ

れ
ま
で

年

々

馘

っ
て

い

た

粗
一

犯

、
知

能

犯

が
最
近

増

加

に

転

じ
て

い
る

の

も
新

た

な
傾

向

で

、

咬
内
a

力

事

件
の

増

加
は

、

そ
の
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
で
す
。

□
大
人
の
役
割

青
少
年
の
非
行
問
題
は
、
決
し

て
青
少
年
自
身
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

子
供
は
自
己
規
制
力
か
弱
く
、

白
我
も
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
の

で
、
大
人
、
特
に
親
か
ら
受
け
ろ

彫
一
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
、
大
人
の
生
き

方
・
価
値
観
等
が
し
っ
か
り
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
、
F
供
も
ゆ
が

め
ら
れ
て
き
ま
す
。

私
た
ち
大
人
の
今
日
的
な
課
題

は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
を
追

求
す
る
の
で
は
な
气

精
神
的
な

豊
か
さ
を
、
子
供
だ
ち
と
と
も
に

考
え
て
み
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
青
少
年

の
非
行
を
防
止
す
る
に
は
、
大
人

が
も
う
一
度
自
分
自
身
の
生
き
方

を
問
い
直
す
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

□
不
良
化
防
止
の
た
め
に

青
少
年
た
ち
は
、
あ
る
日
煢
然

非
行
に
走
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
注
意
を
し
て
い
れ
ば
必
ず
見

い
出
せ
る
"
前
ぷ
れ
气
t
一
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
子
供
の
言
葉
づ
か

い
や
態
度
・
服
装
に
変
化
が
み
ら

れ
た
場
合
、
ま
た
平
気
で
う
そ
を

つ
く
よ
う
に
な
っ
た
場
合
で
す
。

さ
ら
に
、
非
行
に
向
か
・
つ
初
期

の
段
階
で
、
斉
少
年
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
が
喫
煙
を
経
験
し
ま
す
。
ボ

ケ
y
卜
に
タ
バ
コ
が
入
っ
て
い
た

り
。
奥
い
の
す
る
よ
う
な
と
き
は

要
庄
意
で
す
。
も
し
、
近
所
の
青

少
年
が
タ
バ
コ
夲
。吸・
つ
て
い
る
姿

を
見
か
け
た
ら
、
ひ
と
声
か
け
て

庄
意
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
通
学
路
に
あ
る
ポ
ル
ノ

雑
誌
な
ど
の
自
助
販
売
機
を
搬
去

し
た
り
、
白
珊
す
る
方
法
を
地
域

ぐ
る
み
で
考
え
た
い
も
の
で
す
。

青
少
年
た
ち
を
非
行
に
走
ら
せ

な
い
た
め
に
、
大
人
が
し
っ
か
り

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
早
い
う
ち

に
非
行
の
芽
ぞ
つ
み
と
る
よ
'つ
に

し
た
い
も
の
で
す
。
区
民
の
慵
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
青

少
年

係
》

明 日 を に な う

健全な育少年の育成を
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生 まれ変わります

北 千 住 駅
西 口通 り

区
で
は
、
魅
力
あ
る
申
心
市
衒
地

づ
く
り
と
地
元
商
業
の
育
成
を
図
る

た
め
、
商
店
街
の
環
境
整
備
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
北
千
住
釈
西
口

通
り
の
事
業
化
を
、
北
千
住
駅
西
口

美
観
商
店
街
と
の
共
同
事
業
と
し

て
進
め
、歩
遭
の
カ
ラ
ー
化
、花
壇

の
新
設
、
商
店
街
負
担
に
よ
る
ア

ー
ケ
ー
ド
の
建
設
と
工
事
を
急
ピ

。チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

三
月
下
旬
に
は
装
い
も
新
た
な

商
店
街
が
生
ま
れ
、
街
の
活
性
化

が
進
み
ま
す
。歩
道
部
分
は
、カ
ラ

ー
タ
イ
ル
張
り
舗
装
で
、
花
壇
が

設
け
ら
れ
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
、
モ

ダ
ン
な
も
の
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

ア
本
-

ド
は
、
全
面
改
装
で

高
き
(
メ
ー
ト
ル
の
ド
ー
ム
型
、

ガ
ラ
ス
と
合
成
樹
脂
を
使
用
し
て

明
る
く
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
商
店
街
で
は
、
一
般
区

民
よ
り
公
募
し
て
、
愛
称
を
「
き

た
ろ
I
ど
I
〇
一
〇
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
商
工
係
へ
。

―
―

制

定

し

ま

し

た
―
―

街
づ
く
り
総
合
技
術
指
針
・

足
立
区
環
境
整
備
指
導
要
綱

区
で
は
、
昭
和
五
ヤ
七
年
二
月
卜

五
日
、
調
和
の
と
れ
た
心
饅
か
な
街

づ
く
り
の
た
め
『
街
づ
く
り
総
合
技

術
指
針
」
と
「
足
立
区
環
境
盤
備
指

導
要
綱
」
を
定
め
ま
し
气

こ
れ
は
、
区
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

定
め
た
属
本
計
画
の
う
ち
、
街
づ
く

り
に
関
す
る
技
術
的
な
指
針
を
定
め

計
画
的
な
衝
づ
く
り
を
推
准
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
「
街
づ
く
り
総
合
技

術
指
針
」
晋
よ
り
具
体
化
し
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
求
め
な
が
ら
良

好
な
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
「
足

立
阿
環
境
整
備
指
4
要
綱
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

□
「
街
づ
く
り
総
合
技
術
指
針
」

街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
総
二
‥

的
な
方
針
と
し
て
、
環
境
、
防
災
、

居
呎

施
設
、
縄
済
、
交
通
の
六
つ

の
指
標
を
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、
「
地
区
計
画
」
等
の
諸
制
度

を
積
極
的
に
運
用
す
る
こ
と
も
定
め

ま
し
た
。

一
方
、
区
で
も
、
こ
の
技
術
指
針

に
よ

り

、
街

づ

く
り

に

関
す

る

事
務

凖
業

亟
・
総

合

的

に
調

畋一
し

、
よ

り

効

果
的

・
積

極

的

に

、
市
街

地
の

環

境

黯
備

を

図
る

こ

と
と

し
て

い

ま

す

。

□

「
足
立

区

環
境

整
備

指

導
要

綱

」

従

来
の

『
足
立

区

宅
地

開

発

並
び

に
中

高
層

建

築
物

等
の

建

設

に
関

す

る

指

導
要

綱

』
と

「
足
立

区
小

規

墺

宅

地

開
発

に

関
す

る

指
4

要
領

」
ふ

。

盤
理

統
合

し

、
そ

れ

に
技

術

指
針

の

方

針

に
添

っ
て

拡

充

し
ま

し

た

。

対

象

と
な

る

事
業

▽

宅

地
開

発

事
業

で
開

発

面
積

が
三

百
}一
以
上
の
も
の
(
た
だ
し
、
百

五
十
が
以
上
三
百
が
未
満
は
届
出

の
み
と
し
、
千
が
未
満
で
商
業
地

域
・
近
隣
商
業
地
域
は
除
く
)

▽
集
合
住
宅
建
設
事
業
で
、
高
さ
L
S

以
上
か
つ
十
五
戸
以
上
の
も
の

▽
大
規
模
店
舗
建
設
事
業
で
売
場
面

積
が
五
百
㎡
以
上
の
も
の

▽
商
店
街
に
而
し
て
建
設
す
る
建
築

物
で
延
面
積
が
千
が
以
上
の
も
の

▽
住
居
地
域
、
第
二
穗
住
居
専
用
地

域
内
に
建
設
す
る
倉
庫
に
供
す
る

延
面
積
が
五
百
が
以
上
の
も
の

事
業
者
の
協
力
責
務

▽
宅
地
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
計

画
的
な
開
発
、
道
路
計
画
等
と
の

調
整
、
宅
地
面
積
基
準
、
公
園
、

宅
地
内
緑
地
・
共
有
ス
ペ
ー
ス
の

股
置
な
ど
に
つ
い
て
協
力
を
求
め

ま
す

▽
集
合
住
宅
建
設
哢
業
に
つ
い
て
は

学
校
収
容
と
の
調
盤
、
工
業
地
域
(

足
立
区
基
本
計
画
に
お
け
る
)

と
の
調
整
、
事
業
と
周
辺
地
域
と

の
調
整
、道
路
計
画
等
と
の
調
整
、

住
戸
専
用
面
積
基
準
、
公
園
・
共

有
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
義
務
教
育

施
設
等
の
負
細
、
駐
車
場
・
防
災

施
設
・
集
会
施
設
の
設
置
な
ど
に

つ
い
て
協
力
を
求
め
ま
す

▽
大
規
模
店
舗
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
歩
道
・
緑
地
・
ポ
ケ
y
卜
広

場
・
駐
市
場
の
設
置
な
ど
に
つ
い

て
協
力
を
求
め
て
い
ま
す

▽
商
店
街
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
商

店
街
の
連
続
性
、ポ
ケ
y
卜
広
場
・

自
転
車
駐
車
場
の
設
置
、
落
下
物

の
安
全
措
殴
な
ど
の
協
力
を
求
め

ま
す

▽
倉
庫
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
緩
衝

緑
地
帯
・
歩
道
・
交
通
安
全
施

設
・
街
路
灯
の
設
置
な
ど
の
協

力
を
求
め
ま
す

□

街
づ

く

り
に

皆
さ

ん
の

参

加

を

個
々

の

良
好

な

開
発

巾
業

が

牘

み

重

ね
ら

れ
る

こ

と
に

よ

り
、

質

の
・
良
い

環

境

が
形

成
さ

れ
、

そ

の

集

積

が
地
区

、

地

域
そ

構
成

し

て

い

く

も
の
で

す

。

良
好

な

環
境

整

備
を

す

す
め

る

た

め
に

は
、

個

々
の

開

発

を
計

画

的

に

か
つ

総
合

的

に
誘

導
・

規

制

す

る
必

要

が
あ

り

ま
す

。

ま
气
「
地
区
計
画
制
度
`
等

の

街

づ
く

り
制

度
の

店

用

も
図

ら

な

け
れ

ぱ

な
り

ま
せ

ん

。

こ
の

た

め

に
、
区

民

の
皆

さ

ん

の

贖
極

的

な
参

脯

と
ご

協
力

そ

お

願

い
し

ま

す
。

く

わ

し
く

は

、
開
発

指

導
係

へ

。

み
な
さ
ん
ご
存
知
で
す
か

年

金
・

入

院

助

産
・

国

保

制

度

国
民
年
金

□
勤
め
を
や
め
た
方
は
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

厚
生
年
金
の
あ
る
会
社
を
退
職
し

た
二
十
歳
か
ら
瓦
十
九
歳
ま
で
の
方

は
原
則
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
将
来
、

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
加
入
期
間
に
応
じ
た
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

□
国
民
年
金
の
保
険
科
が
四
月
か
ら

改
定
さ
れ
ま
す

四
月
か
ら
保
険
料
が
月
額
五
千
二

百
一
ギ
円
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
財
源
は
、
加
入
者
の

納
め
た
保
険
料
積
立
金
と
国
の
負
担

金
で
ま
か
な
わ
れ
、
年
金
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
と
保
険
料
も
、
段
階
的

に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。な

覡

付
加
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
月
額
四
百
円
の
ま
ま
で

す
。く

わ
し
く
は
、
風
民
年
金
課
へ
、

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
産
婦
が
入
院
し
て
分
娩
す
る
必

要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
縄
済

的
理
由
で
そ
の
費
用
を
支
払
・つ
こ
と

が
困
難
な
家
庭
の
た
め
に
入
院
助
産

制
度
が
あ
り
ま
す
。

次
の
二
つ
の
要
件
を
爾
た
す
方
は

事
前
申
謂
に
よ
り
、
こ
の
制
度
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
妊
娠
七
ヵ
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
分
の
所
得
税
額
が
一
万
六
千

(
百
円
以
下
の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の

前
年
分
の
所

得
税
額
(
特
別
区
民
税
額
)
の
わ

が
る
も
の
、
健
康
保
険
証
、
母
子

手
帳
、
印
か
ん

※
な
お
所
得
に
よ
り
一
部
負
担
が
あ

り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
福
祉
事

務
所
へ
。国

民
健
康
保
険

病
気
や
ヶ
ガ
は
、
あ
る
凵
突
然
に

私
た
ち
を
襲
う
こ
と
が
多
い
も
の
で

す
。
そ
ん
な
と
き
、
お
金
が
な
く
て

医
者
に
か
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
ら
、
ど
弓
な
る
て
し
I
つ
。

各
職
場
の
医
療
保
険
(
健
康
保
険
、

共
済
組
合
、
船
員
保
険
な
ど
)
に
加

入
し
て
い
る
か
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
以
外
は
、
囚
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
t

す
。ふ

だ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
収
人
に

応
じ
て
お
金
を
出
し
合
い
、
病
気
や

ヶ
ガ
に
あ
っ
た
と
き
の
医
療
費
に
あ

て
る
、
相
扶
共
済
を
目
的
と
し
た
制

度
が
国
民
健
康
保
険
で
す
。

□
お
忘
れ
な
く
国
民
健
康
保
険
の
届

出◎
国
民
健
康
保
険
に
は
い
る
と
き

▽
区
内
に
転
入
し
て
来
た
場
合

▽
退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
ふ
‘

ぬ
け
た
樊
‥

▽
生
酒
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
堝

介
▽
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
場
(‥
(
助

産
贊
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
)

◎
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

▽
区
外
に
転
出
す
る
場
ふ‥

▽
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
堝

政
▽
生
酒
保
攅
を
受
口
る
よ
う
に
々
つ

た
燮
‥

▽
死
亡
し
た
場
合
、
(
郢
祭
費
が
支

給
さ
れ
ま
す
)

こ
の
ほ
か
、
住
所
、
氏
名
、
世
帯

十
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
、
国
民
隧

県
保
険
証
を
添
え
て
、
届
出
夲
'し
て

く
だ
さ
い
こ

問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
躙

春休みは

ちびっ 子釣場ヘ

春
休
み
に
は
、
錦
鯉
等
を
大
一
に
放

流
し
ま
す
。
区
内
の
釣
り
キ
チ
君
、
存

分
に
腕
を
奮
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

釣
っ
た
魚
は
、
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時

月
昭
日
を
除
く
毎
日

午
前
九

時
～
午
後
四
時
三
十
分

場
所

葛
西
用
水
(
六
木
四
-
三
)

対
象

幼
児
、
小
・
中
学
生
、
老
人
(

幼
児
は
付
き
添
い
が
必
要
で
す
)

費
用

無
料
(
竿
、
餌
各
自
用
意
)

問
合
せ
先

東
部
工
事
事
務
所
工
務
係

　
(
(
九
-
六
一
六
一

受
付
け
し
ま
す

防
犯
灯
の
補
助
金
申
請

昨
年
、
補
助
金
か・
受
け
た
灯
数

と
、
現
在
の
所
有
灯
数
に
変
更
が

あ
る
町
会
・
自
治
会
・
商
店
会
、

ま
た
は
新
規
の
団
体
な
ど
で
維
持

す
る
防
犯
灯
・
残
置
灯
が
あ
る
と

き
は
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
一
類

申
請
書
、設
置
図
面
、

電
灯
料
金
の
領
収
書

申
請
期
限

四
月
十
五
日

申
請
・
問
合
せ
先

区
役
所
第
二

庁
舎
衝
路
昭一
明
係

一 部 開 通し ます

首都高・千住新橋ランプ

建
設
中
の
首

都
高
速
道
路
の

う
ち
、
東
北
自

動
巾
道
に
つ
な

が
る
薦
飾
・
川

口
線
の
一
部
の

路
線
が
、
今
月

未
に
闘
通
し
ま

穹

そ
の
区
間

は
、
六
号
線
向

島
フ

‘プ
か
ら

堀
切
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
、
小
菅
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
経
て
、
千
佳
新
橋
ラ
ン
プ
ま
で

で
す
。

な
お
葛
飾
・
川
口
繃
と
足
立
・
三

郷
繚
の
全
線
が
開
通
す
る
の
は
、
い

ま
の
と
こ
ろ
昭
和
六
十
年
頃
の
予
定

で
す
。

高
速
道
路
一
部
開
通
に
と
も
な
う

千
住
新
橋
北
詁
梅
田
交
差
点
の
交
通

は
、
左
図
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
首
都
高
速
道
路
公

団
(
　
五
口

丁

七一
。ご
I
)

へ
。

高速道路供用にともなう梅田交差点交通図

相 談

区
民
相
談
室

午
後
一
時
～
四
時

▽
法
律
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
木
曜
日
(

第
二
庁
舎
は
第
三
水
曜
日
の
み
)

▽
税
務
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
金
曜
日

▽
行
政
相
談
…
…
…
…
…
…
…
毎
月
第
三
金
曜
日

▽
人
権
身
の
上
相
談
…
…
…
…
毎
月
第
二
火
曜
日

区
民
相
談
室

午
前
九
時
～
午
後
四
時
(

土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
一
般
相
談
…
…
…
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
結
婚
相
談
…
…
…
木
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
交
通
事
故
相
談
…
…
…
…
…
月
曜
日
～
金
曜
日

4 月の安 売りデ ー

青

果

物
…
…
…
…
…
…
…
…
四
月
二
十
一
日

<
緑
の
ノ
レ
ン
の
あ
る
お
店
>

水

産

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
月
十
六
日

<
青
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
>

豚

肉
…
…
…
…
…
四
月
十
日
・
二
十
四
日

<
赤
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
>

頒
布
し
て
い
ま
す

足

立

区

図

な

ど

区
で
作
成
し
た
地
図
、
遭
路
図

等
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

頒
布
価
格

▼
白
図
(
縮
尺
一
万

二
千
分
の
I
)

・・・
二
百
円

▼

白
図
【
縮
尺
二
万
五
千
分
の

】
)

・
=
(十
円

▼
路
線
図
(
縮
尺

一
万
二
千
分
の
一
製
本
)
上
一

千
円

▼
水
路
図
(
縮
尺
一
万

二
千
分
の
I
)
・
三

百
五
十
円

※
な
お
、
縮
尺
五
千
分
の
一
の
路

線
図
は
在
庫
が
あ
り
ま
せ
ん
。

頒
布
・
問
合
せ
先

道
路
台
帳
係

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
す

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工

事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
、
こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
工

事
終
了
に
と
も
な
い
、
水
洗
化
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、
三
年
以
内

に
水
洗
化
の
工
事
そ
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

水
洗
化
可
能
地
域

梅
田
五
丁
目

二
五
!
一
(
番
、
梅
田
(
丁
目

一
三
番
の
一
部

使
用
開
始
日

三
月
二
十
六
日

問
合
せ
先

都
下
水
選
局
小一

支

竺

　
六
〇
一
T
八
(
二
二
)
、

区
役
所
下
水
道
課
(
　
(
(

九

上
(
二
(
一
)

四
月
一
日
か
ら
発
売
し
ま
す

最
新
版
〝ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
〟

広
報
課
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
要
望
の
多
い

刄

イ
ド
マ
ッ

冫

を
四
月
一
日
か
ら
発
売
し
ま

す
。
こ
の
ガ
イ
ド
マ
y
プ
は
、
足

立
区
を
十
三
区
分
に
し
、
一
冊
の

本
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

な
お
、
施
設
案
内
図
(
四
百
五

十
円
)
も
発
売
し
て
い
ま
す
。

頒
布
価
格

三
百
円

頒
布
場
所

区
役
所
五
階
広
報
課
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お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

児
童
緊
急
一

時
保
護
制
度

母
親
が
お
産
を
し
た
り
、
病
気
で

病
院
へ
行
く
必
要
が
で
き
た
と
き
な

ど
に
、
昼
間
だ
け
児
童
を
一
時
保
護

す
る
制
暖
で
す
。

預
か
る
方

山
本
冶
枝
(
青
井
ニ
ー
一
七
-
六

七

　
(
(

六
1
四
七
九
〇
)

池
田
克
子
(
西
伊
興
町
石
二
上
(

二

　
八
五
三
上
勺

四
七
)

早
川
ヨ
リ
子
(
竹
の
冢
一
一
一
九
一

一
五

　
八
八
五
万

八
万
こ

稲
垣
由
美
子
(
花
畑
四
一
九
一
J

二

　
(
(
五
1
四
七
(
三
)

細
井
八
重
子
(
鬯
羆
四
一
一
九
一
二

〇

　
六
二
〇
・上

四
〇
八
)

戸
田
と
し
え
(
大
谷
田
一
一
四
(い
I

三

　
(
○
五
-
六
三
二
こ

谷
鳥
美
佐
子
(
興
野
ニ
ー三
一一
一

〇

　
(
九
(
上
一
三
五
三
)

藤
田
ケ
ヱ
子
(
江
北
四
-
四
-
二

　
(
九
〇
!
○
四
二
九
)

熊
倉
洋
子
(
保
塚
町
J
T
-

九

　
(
(
二
-
○
七
四
こ
)

預
か
る
児
童

生
後
三
ヵ
月
以
卜

学
齢
未
満
児
を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間

午
前
八
時
～
午
後

五
時
ま
で
の
必
要
冊一
少
時
間

保
護
の
料
金

一
時
間
に
つ
き
二

百
円
、
五
時
以
降
は
一
時
間
に

つ
き
三
百
円
(
た
だ
し
乍
活
困

窮
吐
帯
は
料
金
免
除
)

依
頼
方
法

あ
ら
か
じ
め
預
か
る

方
に
直
接
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
(
預
け
る
時
は
、
印
か

ん
と
保
険
証
を
お
持
ら
く
だ
さ

い
)

※
な
お
、
児
竃
緊
急
一
時
保
贋
者

の
募
集
も
し
て
い
ま
す
。
(
千
住

地
区
、
鹿
浜
・
加
賀
近
辺
、
梅
田

・
関
原
近
辺
、
伊
興
町
近
辺
に
各

一
名
)

問
合
せ
先

保
育
課

ひろば
□
み
ん
な
で
太
極
拳
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か

日
時

毎
週
土
曜
日

午
前
卜
時
～

十
一
時
三
卜
屶

場
所

足
立
区
体
育
館

対
象

男
女
、
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん

会
費

二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
太
極
拳
ク

ラ
プ

武
田

　
(
五
五
上
一
九

九
四

□
参
加
バ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す

足
立
サ
ー
ク
ル
連
合
で
は
、(
月

に
音
楽
象
(
サ
ウ
ン
ド
ー
イ
ン
ー
サ

マ
ー
)
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
、
四
月
一
日
(
木
)
午
後
七

時
、
青
年
館
(
大
師
前
)
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
サ
ー
ク
パ
連
合
事

務
局

高
井

　
(
九
〇
1
0
0

六
一

□
手
話
に
興
味
の
あ
る
方
ど
う
ぞ

日
時

四
月
か
ら
毎
週
土
曜
日

午

後
一
時
～
三
時

場
所

綾
瀬
三
-
四
-
九
サ
ン
ポ
。

プ
綾
瀬
四
〇
九

対
象

男
女
、
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん

定
員

十
名

会
費

月
額
二
百
円

申
込
・
問
合
せ
先

伏
木

　
竺
0
1

四
七
七
五
(
午
後
五
時
～
七

時
)

□
建
築
無
料
街
頭
相
談

日
時

三
月
二
十
七
日
(
土
)
午
前

十
時
～
午
後
四
時
(
雨
天
中
止
)

場
所

竹
の
塚
駅
東
口

※
な
お
、宮
城
沖
地
震
の
災
害
写
真
、

ブ
ロ
y
ク
塀
等
倒
壊
写
裏
等
約
五
十

枚
呎
パ
ネ
ル
に
展
示
し
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
建
設
開
運
業
協
議

会

堀
口

　
(
(

七一

三
匸
二

一投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(

〒
Ⅲ
千
住
一
-
四
-
一
(
)

保
健
所
だ
よ
り

定
期
予
防
接
種
を

お
忘
れ
な
く

小
児
マ
ヒ
・

三
種
混
合

小
児
マ
ヒ
、
三
飃
混
合
(
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
偽
風
混
合
)

の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

三
種
混
合
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

な
い
方
の
た
め
に
、
二
種
混
合
(
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合
)
の
予
防

接
種
も
実
施
し
ま
す
。

□
小

児
マ

ヒ

生

ワ
ク

チ
ン

対

象

▽

一
回
目
・
・・
昭

和
五

十
三

年

ト

ー
月

一
冂

～
昭

和

五
土

【
年

十

月
三

十

一
日

ま
で

に

乍
ま

れ

た
幼

児
で

、
こ

の

や
防

接

顧
を

】度

も

受
け

て

い
な

い
幼

児

▽

二
回
目
・
・・
昭

和
五

ト

气
年

五
月

一
日

～
昭

和

五
士
(

年

四

月
二
t

川

ま
で

に

生
ま

れ

た

幼

児

で

、
一
回

目

終
了

後

六
週

間
以

上
過

ぎ
て

い

る
幼

児

実

施

日
・

会

場

片
下

表

の
と

お

り

受

付

時
間

午
後

二
時

～

ズ
時

小児マヒ予防接種実施一覧表

□

三

種
混

合

対
象

▽

一

期
(

三
回

式

丁

・
昭

和

五

七
ミ

年

七
月

一

日
～

昭
和

五

十

五

年

三
月

三
大

日
ま

で

に
ま

ま

れ

た

幼
児
で

、
こ

の
予

防
接

種
の

一

期

を
終

了
し

て

い
な

い
幼

児

▽

二

期
(

一
回

式
)

・
・・
昭

和
五

十

二

年

一
月

一
日

～
昭

和

五
十

三

年

九
月

气

ト
囗

ま
で

に

生
ま

れ

た

幼
児

で

、
一

期
終

了

後

一
年

以

上
過

ぎ
て

い

る
幼

児

接
種

日

時

四

月
(

日
(

木
)

、
五

月
士

こ
口
(

木
)

、
六

月

三

日
(

木
)

・

三

十
日
(

水
)

時
間

は

、
い

ず
れ

も
午

後

二
時
?

三
時

接

種
会

場

「
本
院

は

定
期

予

防
接

種
実

施

医
療

機

関
で

す

」
の

掲
示

の

あ
る

区
内

医

療
機

関

□

二

種
混

合

対

象

▽

一
期
・
・・
生

後
二

十
四

ヵ
月

～

七
十

二
ヵ
月

未

膺
の

幼
児

▽

二
期

二

期

終
了

後

十
二

ヵ
月

～
十
(

ヵ
月

ま
で

の

幼
児

一

期
・

二

期
と

も
次

の

い

ず
れ

か

に
骸
当

す

る
幼

児

◎

百
日

せ

き

に
か

か

っ
た
こ

と

が

明

ら
か

な
幼

児

◎

特

別
の

理

由
に

よ
り

、
三

種
屁

合
の

予

防

接
種

を
受

け

ら

れ
な

か

っ

た
幼

児

接
種

日

時

四

月
(

日
(

木
)

、h

月

十

三
日
(

木
)

ご
(

月

三

日
(

木
)

・

三

十
日
(

水
)

時
間

は

、
い

ず
れ

も
午

後

二

時
二

一
時

接

種
場

所

千

住
保

健

所

《
注
意

事

項
》

▽

二

種

以
上
の

予

防
接

種
の

対

象

に
な

っ
て

い

る
幼

児
は

、
事
前

に

必

ず
保

健
所

、
ま

た

は
保

健
予

防
係

に
ご

相
談

く

だ

さ

い

▽
接

種

当
日

は

、
体

温

を

計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

保
健
予
防
係
、
足
立
保

健
所
(
　
八
五
五
一
四
一
五
一
)
、

千
住
保
健
所
(
　
(
八
(
-

四
二

七
七
)

胃
の
検
診

子
宮
が
ん
検
診

対
象

▼
胄
の
検
診
・
=滴
三
十
五
歳

以
上
の
区
民

▼
子
宮
が
ん
検
診

…
膺
三
十
歳
以
上
の
区
民
(
い
ず

れ
も
、
過
去
一
年
以
内
に
検
診
を

受
け
て
い
な
い
方
)

検
診
日
・
場
所
・
定
a

右
下
表
の

と
お
り

費
用

無
料

検
診
で
き
な
い
方

▼
胃
の
検
診
・・・

胃
の
手
術
を
し
た
方
や
冐
の
病
気

で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方

▼
子
官
が
ん
検
診
・
:

乍
理
中
の
方
や
婦
人
科
医
で
治
療

中
の
方

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
で
、
一
人

一
枚
に
隕
り
ま
す

記
入
方
法

胃
の
検
診
か
子
宮
が
ん

検
診
の
区
別
、
希
望
月
日
、
希
望

検
診
場
所
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
男
・
女
す
べ
て
記
入
し
て

く
だ
さ
い

申
込
期
限

い
ず
れ
も
、
三
月
ニ
ト

四
日
(
当
日
消
印
有
効
)

《
ご
注
意
》
▽
申
し
込
み
多
数
の
堝

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

▽
一
枚

の
(
ガ
キ
で
胃
の
検
診
と
T
宮
が

ん
検
診
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん

▽
郵
便
料
金
不
足
の
場
合
は

受
理
で
き
ま
せ
ん

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健
所
予

防
課

　
(
(

八
一
四
二
七
七

胃検診日程表

子宮が ん検 診日程表

成
人
病
検
診

日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
一
時

場
所

千
住
保
健
所

内
容

成
人
病
予
防
に
関
す
る
諸
検

査
費
用

約
五
千
円

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健
所
予

防
課

　
(
(
(
-

四
二
七
七

精
神
衛
生
相
談

日
時

四
月
一
日
(
木
)
午
後
一
時

三
十
分
ヱ

ー時
三
十
分

場
所

江
北
保
健
相
談
所

担
当

専
門
医

費
用

無
料

申
込
方
法

電
釟
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健
相
談

所

　
(
九
六
-
四
〇
〇
四

四
月
の
献
血

▽
一
日
(
木
)
・
:竹
の
塚
駅
東
口
・

西
新
井
駅
西
口

▽
五
日
(
月
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
七
日
(
水
)
…
北
千
住
駅
西
口
・

綾
瀬
駅
西
口
・
陸
連
事
務
所
足
立

支
所
(
南
花
畑
五
丁
目
)

▽
九
日
(
金
)
・
:区
役
所
本
庁
舎
・

竹
の
塚
駅
東
口

▽
十
二
日
(
月
)
・
=北
千
住
駅
西
口

▽
十
四
日
(
水
)
…
東
和
銀
座
商
店

会
館
(
東
和
二
丁
目
)

▽
十
六
日
(
金
)
…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
十
七
日
(
土
)
…
西
斬
井
駅
東
口

▽
十
八
日
(
日
)・
:千
寿
第
三
小
学
校

▽
十
九
日
(
月
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
二
十
日
(
火
)
=
・竹
の
塚
駅
東
口

▽
二
十
一
日
(
水
)
・
:浜
野
医

院
(

神
明
一
丁
目
)

▽
二
十
六
日
(
月
)
・・・
北
千
庄
駅
西

口
▽
二
十
七
日
(
火
)
・・・
竹
の
塚
駅
東

口
▽
三
十
日
(
金
)
…
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
十
時
～

午
後
三
時
三
十
分

※
献
血
の
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
る

会
杜
等
の
団
体
は
ご
連
絡
く
だ

さ

い
。

問
合
せ
先

保
健
予
防
係
、
葛
飾
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
(
　
(
九
三
-

五
七
〇
一
)

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」

抽
選
日

五
月
分
の
申
し

込
み

は
、
四
月
一
日
(
木
)
か
ら
受

付
け
ま
す
。
午
前
九
時
に
、
昜

河
原
「
あ
だ
ち
荘
」
と
伊
豆
高

原
「
あ
だ
ち
荘
」
を
同
時
に
抽

週
を
行
い
、
そ
の
順
位
に
よ
り

受
付
け
ま
す
。
伊
豆
高
原
「
あ

だ
ち
荘
」
を
申
し
込
み
の

方

は
、
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
の
領
収
番
が
必

要
で
す

抽
選
場
所

区
役
所
七
階
会
巌
室

※
一
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
入
場

し
た
方
を
抽
選
対
象
と
し
、
午
前

九
時
を
過
ぎ
ま
す
と
会
場
に
入
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

抽
選
後
の
利
用

空
室
は
利
用
冂

の
三
日
前
ま
で
受
付
け
ま
す
。

抽
選
日
の
翌
日
か
ら
は
、
電
話

で
申
し
込
み
の
う
え
、
三
日
以

内
に
利
用
料
金
を
出
張
所
に
支

払
う
こ
と
も
で
き
ま
す

□
湯
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」

申
込
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
の

方
(
一
人
の
申
し
込
み
は
不
可
)

利
用
日
数

二
泊
三
日
ま
で

利
用
料
金

大
人
・・・
三
千
円
、
子

供
:
一千
五
百
円

□
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」

申
込
資
格

ほ
内
に
在
住
の
方

(
一
人
の
申
し
込
み
は
不
可
)

利
用
日
数

二
泊
ご
日
ま
で

利
用
料
金

室
料
(
一
泊
一
7
五

大
ま
で
収
容
)

▼
利
用
代
表

者
が
国
保
彼
保
険
者
…
五
千
円

▼

利
用

代

表
者

が

一
般

区

民
・
・・

七
千

五
百

円

食
事

料
(

夕

・
朝

食
)

大

人

…

千

五
百

円

、
子

供
=
・
千

円

休
館
日

い

ず
れ

も

、
四

月

十
三

冂

、
十
四

日

、
二

十

七
日

、
二

卜
(

日

、
五
月

十

一
口

、
十
二

日

、
二
十

五
冂

、
二
十

六
日

※

申

し
込

み

と
同

時

に
利

用

料
金

を
全

額

支
払

っ
て

い

た

だ

き

ま

す

。

申
込
・
問

合
せ

先

▼

湯

河
原
「
あ

だ

ち

荘

」
・・
・
区

民

生
活

係
　

▼

伊

豆
高

原

「
あ

だ

ち
荘

」
…

国

民
健

康

保
険

課

庶
騏
一
係

移
転
し
ま
す

東
和
休
日
診
療
所

東
和
保
健
相
談
所
の
移
転
に
と

も
な
い
、
東
和
休
日
診
療
所
が
次

の
と
お
り
移
転
し
ま
す
の
で
、
ご

庄
意
く
だ
さ
い
。

移
転
先

東
和
三
-

ご
〒

九
(

東
和
保
健
相
談
所
内
)

移
転
月
日

四
月
四
日
(
日
)

診
療
科
目

内
科
・
小
児
科
の
応

急
診
瘠一

電
話
番
号

一
(二
九
!
コ
(
(

一
(

休
日
以
外
は
か
か
り
ま
せ
ん
)

問
合
せ
先

保
健
予
防
係

お
済
み

で
す

か

原
付
自
転
車
の
廃
車
手
続
き

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
廃
車
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
在
所
有
し
て
い
な
い
方

▼
こ
わ
れ
て
乗
れ
な
い
バ
イ
ク
を

持
っ
て
い
る
方

▼
盗
難
に
あ
い
届
け
て
い
な
い
方

▼
ナ
ン
バ
ー
を
付
け
た
ま
ま
擯
っ

た
り
、
売
う
て
し
ま
っ
た
方

以
上
の
方
で
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
を
区
役
所
に
返
し
、
廃
車
の

手
続
き
を
と
っ
て
い
な
い
と
、
四

月
一
日
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

な
い
鳩
合
は
、
標
識
弁
償
金
と
し

て
二
百
円
か
か
り
ま
す
。

な
お
、百
二
十
六
`
以
上
の
バ

イ
ク
は
、車
検
場
、五
百
五
十
`

ま
で
の
四
輪
の
軽
自
助
車
は
、
軽

自
動
車
検
峯
協
会
で
、
廃
車
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
第
一
課

税
係
、
ま
た
は
第
二
庁
舎
第
二
課

税
係
へ
。

変

わ
り

ま
す

屋
外
広
告
物
の
許
可
手
続
き

四
月
一
日
か
ら
、
二
十
三
区
内

に
掲
出
す
る
屋
外
広
告
物
の
許
可

等
は
す
べ
て
所
管
の
区
長
が
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
土
木
都
路
政
課

占
用
係
、
ま
た
は
都
市
計
画
局
建

築
指
導
部
監
理
課
広
告
掬
導
係

(
　
二
匸
〒
五
一
一
一
)
へ
。

届
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方

住
居
表
示
が
す
で
に
済
ん
だ
地

域
内
で
家
屋
等
を
新
築
・
改
築
さ
・

れ
た
方
は
、新
た
に
住
居
番
号
(
住

所
)
を
付
け
る
た
め
の
届
出
が
必

要
で
す
。

な
お
、
こ
の
届
出
を
さ
れ
ま
せ

ん
と
正
し
い
住
所
と
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
転
入
・
転
居
届
が
で
き

ま
せ
ん
。

届
出
に
は
、
鐔
築
確
認
通
知
書

と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、住
居
表
示
係
へ
。

愛
犬
家
の

み

な

さ

ん

へ

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
狂
犬

病
予
防
法
に
よ
る
毎
年
一
回
犬
の

登
録
と
、
界
秋
に
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
い

。せ
い

登
録
と
予
防
注
射
は
、
四
月
六
日

か
ら
区
内
各
所
で
実
施
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
別
途
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
飼
い
主
の
方
は
、
次
の

こ
と
を
必
ず
守
り
ま
し
I
つ
。

▽
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
る

▽
敵
歩
中
の
ク
サ
リ
は
短
く
持
つ

▽
散
歩
中
の
糞
の
あ
と
始
末
は
忘

れ
ず
に
す
る

▽
震
犬
を
や
む
を
え
ず
手
放
す
と

き
は
、
東
京
都
助
物
管
理
事
務

所
東
部
支
都
(
　
八
〇
ニ
ー
四

四
二
四
)
に
連
絡
し
、
他
人
に

迷
悪
の
か
か
ら
な
い
よ
・つ
に
す

る
※
な
お
、
野
犬
の
捕
獲
に
つ
い
て

も
、
同
東
都
支
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。

問
合
せ
先

お
近
く
の
保
健
所
、

ま
た
は
衛
生
係
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催
し
も
の
あ
ん
な
い

あ
だ
ち
日
曜
教
室

こ
の
教
室
は
、
区
立
中
学
校
の
心

障
学
級
を
卒
業
し
、
日
頃
教
育
訓
練

の
機
会
を
も
た
な
い
青
年
の
た
め
に

開
か
れ
る
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

期
間

昭
和
五
十
七
年
四
月
十
一
日

～
昭
和
五
卜
八
年
三
月
卜
三
日
の

毎
月
第
二
日
曜
日
(
延
十
五
日
問
、

た
だ
し
、
五
月
・
十
月
・
十
一
月

は
、
第
二
・
第
四
目
曜
日
)

時
間

い
ず
れ
も
、
午
前
九
時
二
い

分
～
午
後
四
時

場
所

区
灣
年
館

定
員

六
卜
名
(
先
着
順
)

内
容

コ
ー
ス
学
習
(
写
真
・
手
芸
・

エ
作
・
調
理
の
い
ず
れ
か
一
種

目
)
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
'
ン
、
映
画
鑑
賞
、
宿
泊
、
(

イ
キ
ン
グ
、
も
ち
つ
き
等
)

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

区

民

教

養

講

座

毎
年
開
催
し
て
い
ま
し
た
「
区
民

教
養
講
座
」
は
、
教
育
委
員
会
共
催

事
業
と
し
て
、
足
立
史
談
会
が
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

三
月
ニ
ト
七
日
(
上
)
午
後

二
時
二
十
分

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー
視
聴
寛
室

内
容

古
文
書
学
の
動
向
と
足
立
区

の
古
文
書

講
師

神
崎
彰
利
氏
(
明
治
大
学
文

学
部
講
師
)

費
用

無
料

主
催

足
立
史
談
会

問
合
せ
先

文
化
係

区
制
5
0周
年
記
念

区
民
芸
能
大
会

恒
例
の
区
民
芸
能
人
会
も
‥毋
年
熱

演
が
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
二
十
六
回
目
、
区
制
五
卜

周
年
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時

五
月
二
十
二
日
(
土
)
午
前

十
時
～
午
後
四
時

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

資
格

区
内
在
住
の
方

募
集
種
目

踊
り
の
部
・
歌
の
郎
あ

わ
せ
て
六
ト
旡
組
(
た
だ
し
、
一

人
一
種
口
に
限
る
)

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に

よ
っ
て
決
定
し
ま
す

。

申
込
期
限

三
冂
三
ト
㎜
凵

◎
申
込
用
紙
は
、区
役
所
経
済
課
、ま

た
は
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

区
役
所
経
済
課

内
足
立
区
観
光
協
会
嘔
務
局
(
郵

便
切
手
六
十
円
そ
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
)

開
講
し
ま
す

老
人
会
館
各
教
室

老
人
会
館
で
は
、
書
選
・
俳
句
・

水
彩
画
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
ご
つ
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間

四
月
～
九
月
(
月
二
回
)

場
所

老
人
会
館

内
容

▼
書
道
教
室
(
定
員
三
卜
名
)

▼
俳
句
教
室
(
定
員
ニ
ト
名
)
　

▼
水
彩
画
教
室
(
定
員
二
十
名
)

対
象

各
教
室
と
も
初
心
者
で
、
区

内
在
住
六
十
歳
以
上
の
男
女

申
込
方
法

直
接
窓
口
か
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

三
月
二
士
(
H

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館

　
(

五
九
i
九
七
う
二

映
画
の
夕
ベ

日

時

こ

月
一
T

じ
口
(

土
)

午

後

一
(
時

～

八
時

場

所

教

育

セ
ン

タ
ー

題

名

▽

私

た
ち
の

足

立
・
・・
葦

立

か

ら
足

立
へ
(

広

報
映

画
)

▽
思

え

ぱ
遠

く
へ

来

た
も

ん

だ

定

員

先

着
百

託

上
(

名

費
用

無

料

問

合
せ

先

教

育

セ
ン

タ

ー

　

八

五
〇
-
(
(

〇
二

コ
ン
ベ
ッ
ク

料
理
講
習
会

日
時

四
月
二
十
一
日
(
水
)
午
後

一
時
～
四
時

場
所

花
畑
区
民
セ
ン
々
-

対
象

区
内
在
住
の
婦
人

定
員

二
十
四
名
(
先
着
順
)

費
用

五
百
円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
て
直
接
窓

口
ま
で

問
合
せ
先

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

　
(
五
〇
土
一
六
一
七

スポーツセンター事業案内　申込・問合せ先 　859- 8211

《ご 注意》教室に参加 なさる方は、 健康 チェッ クを必 ずうけてください。
なお 、オリエンテー ションに出席され ない場 合は教室に 参加で きません。

ス
ポ

ー
ツ

セ

ン

タ

ー

ひ

と

く

ち
メ

モ

あ
な
た
の
た
め
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
!

ス
ポ
ー
ヴ
セ
ヽ
ら
I

で
は
、
各
欄

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し
、
ぽ
民

の
背
さ
ん
の
參
加
の
も
と
で
、
と
も

に
体
力
の
増
進
と
健
康
づ
く
り
を
め

さ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん

が
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
尠
咄
す
る
際

に
、
健
康
チ
こ

。ク
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
な
ぜ
そ
れ
ら
が
必
要
な

の
か
を
ご
悦
明
し
ま
し
f
つ

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク

体
調
を
く
ず
し
て
い
る
と
き
の
ス

ポ
ー
ツ
は
逆
効
呎
と
な
り
・ま
す
。

ま
た
、
自
覚
足
状
は
な
く
て
も
、

運
動
を
し
て
は
い
け
な
い
状
態
に
あ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
常
に
床

調
を
チ
エ

。ク
し
、
自
己
管
理
の
で

き
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

セ

。乙
I

の
ス
ポ
ー
ツ
教
竃
へ
の

芯
㈲
に
は
、
必
ず
健
康
チ
エ
y
々
を

受
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
教
室

に
参
加
さ
れ
な
い
方
で
も
、
ヴ
つ
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
、

□
健
康
・
体
力
づ
く
リ
相
駁

運
動
不
足
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
や

み
く
も
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
も
幼

果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
人
に
適

し
た
運
動
量
で
、
安
全
に
、
し
か
も

効
果
を
得
ら
れ
る
方
法
で
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
、‘ク
ー
で
は
、
ヶ
I

ス
バ
イ
ヶ
ー
ス
で
、
専
門
相
談
員
が

皆
さ・
ん
の
健
康
・
休
り
づ
く
り
の
Ⅲ

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、事
前
予
約
制
で
す
。

専
門
相
談

毎
週
日
曜
日
、
午
前

卜
時
～
午
後
凡
時

簡
易
相
談

毎
日
午
前
九
時
～
午

後
(
時

□
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

向
の
た
め
に
、
ど
の
レ
ベ
ル
を

ど
の
穐
度
ま
で
折
4
す
る
の
か
。

事
故
の
防
止
は
、
だ
れ
が
向
弋
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
-
オ
リ
ェ
`

孚
I

シ
ー
'
の
目
的
は
、
ヶ
ガ

は
付
き
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ろ
ス

ポ
ー
ツ
を
安
全
に
、
し
か
も
効
果

が
あ
っ
て
楽
し
め
ろ
も
の
と
す
る

た
め
、
予
備
知
識
を
も
っ
て
教
室

に
参
加
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
総
合
ス
'ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
(
　
(
五
九
I
ペ
ニ
一

一
)
へ
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

都
民
体
育
大
会

足
立
区
予
選
会

□
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

日
時

四
月
四
日
(
日
)
午
前
十

時
場
所

に
ビ
ン
フ
・
ド
ー
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
レ
ン
ジ

種
目

一
般
5
0
S・
3
0膺
(
S
)

資
格

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

で
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費

一
人
三
百
円

申
込
方
法

直
接
、
ま
た
は
(
ガ

キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

三
月
三
十
一
日

申
込
先

区
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

事
務
局
(
〒
旧
鹿
浜
四
-
一
-

八

　
(
五
三
一
四
九
二
一
)

□
卓
球
大
会

日
時

四
月
十
一
日
(
日
)
午
前

九
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

一
般
男
子
・
女
子
、
シ
ニ

ア
、
中
学
男
子
・
女
子

資
格

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費

一
人
三
百
円
(
中
学
生

は
百
五
十
円
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
参
加

種

日
、
住
所
、
氏
名
を
配
人
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

三
月
二
十
九
日

申
込
先

区
卓
球
迎
盟
(
〒
Ⅲ
西

伊
興
町
八
一
四
二

庄
司
方

　
(
五
三
上
一
〇
三
(
)

□
軟
式
テ
ニ
ス
大
会

日
時

四
月
十
一
日
(
日
)
午
前

九
時
(
予
備
口
=
・四
月
十
(
日
)

場
所

燮
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

一
般
男
子
・
女
子
、
男
子

成
年
・
壮
年

資
格

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
高
校
生
以
上
の
方

参
加
費

一
チ
ー
ム
六
百
円

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
参

加
糧

目
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

二
月
三
十
一
日

申
込
先

区
軟
式
庭
球
連
盟
(
〒

旧
千
住
柳
町
二
(
-

二

鹿
角

方

　
(
(

八
上
二
七
〇
六
)

掲

示

板

貸
店
舗
の

出
店
者
募
集

所
在
地

西
保
木
間
四
上

二

募
集
店
舗

鮮
魚

賃
料
等

賃
科
(
月
額
)
・・一
九
万

六
千
七
百
円
、
協
力
金
・
:百
九

十
三
万
四
千
円
、
共
益
費
(
月

額
)
…
六
千
百
円

面
積
六
十
(
。t

申
込
・
問
合
せ
先

都
住
宅
供
給

公
社
管
理
部
管
理
業
務
課

　

四
〇
九
1
二
二
六
一

家
内
労
働
対
策

講
習
会

日
時

三
月
二
十
七
日
(
土
)
午

後
六
時
～
九
時

場
所

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー

演
題

有
機
溶
剤
と
健
康
管
理
に

つ
い
て

講
師

山
田
信
夫
氏
(
東
京
社
会

医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
医
師
)

対
象

都
内
在
住
の
専
業
的
家
内

労
働
者

定
員

七
十
名

費
用

無
料

申
込
方
法

当
日
会
場
で
、
先
着

順
に
受
付
け
ま
す

問
合
せ
先

都
労
勳
福
祉
課

　

二
二
〒
五
九
七
五

縦
覧
は
四
月
一
日
か
ら
で
す

二
十
三
区
内

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
期
間

四
月
一
日
ヱ

ー十
日

縦
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
の
所

有
者
お
よ
ぴ
そ
の
関
係
者

縦
覧
場
所

足
立
都
税
事
務
所

※
な
お
、
五
十
七
年
度
の
固
定
賢

産
税
第
一
期
の
納
期
は
、
五
月
に

な
る
予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
都
税
事
務

所
(
　
(
(
一
〒
二
二

一
)
へ
。

募
集
し
ま
す

教
養
教
室
受
講
生

期

間

四

月
～

九

月
ま
で

週

一

回

時

間

午

後

六
時

か
ら

場

所

足

立
区

動

労
裲

祉
会

館

科

目

・
一

日

書

道
・
・
永

曜
日

募

集

人
員

二
十

名
(

先
着

順
)

費

用

入

学
金

…
千

円

、
受

講

料
(

一
ヵ
月
)
・・・
二
千

二

百

五
十
円

※

材

料
費

は
実

費
負

担
で

す

。

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
場

所
、
科
目
、
曜
日
、
住
所
、
氏

名
、
動
務
先
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限

三
月
三
十
一
日

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
都
動
労

福
祉
協
会
(
〒
1
0
4中央
区
銀
座

一
-
一
三
-
四
土
谷
ビ
ル

　

五
六
七
一
五
二
〇
五
)

非
行
防
止
の
た
め
の

少
年
相

談

警
視
庁
で
は
、
子
供
さ
ん
の
不

良
化
の
問
題
な
ど
で
お
悩
み
の
方

の
た
め
に
、
少
年
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
孚

供
に
い
く
ら
注
意

し
て
も
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
〃

と
頭
を
か
か
え
て
い
る
方
は
、
杤

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
日
午
前
九
時
～
午
後
四

時
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
午
前

中
の
み
、
第
四
日
曜
日
は
休
み

で
す
)

※
で
き
れ
ば
、
一
度
電
話
を
し
て

か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

浅
草
少
年
セ
ン
タ
ー
(

台
東
区
浅
草
ニ
ー
ニ
【-

】

九

　
(
四
四
-
O
O

四
六
)

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

出
張
相
談

日

時

▼

三
月

二

十
五

日
(

木
)

▼
四

月

八
日
(

木
)

・・・
時

間

は

い

ず
れ

も

、
午

後
一

時
～

四

時

場

所

区

役
所

第

二
庁

舎
会

議

室
(

東

武

線
梅

鳥
駅

下

車
二

分
)

内

容

婦

人
を

対
象

に

、
求

職

相

談

や
職

業
紹

介

、
パ

ー
ト

の

求

人
処

理

問
合

せ

先

足

立
公

共

職
業

安
定

所

　
(
(

二
-

匸

一
(

七

新
入
生
募
集

お
さ
ら
い
教
室

□
千
住
お
さ
ら
い
教
室
(
場
所
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
)

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日
、
午
後

三
時
～
五
時
(
各
学
年
一
時
間
)

場
所

千
住
本
町
老
人
館
(
千
住

五
上
(
I

ニ
)

募
集
人
員

か
学
二
年
・
三
年
生

・
:各
三
十
名

科
目

国
語
、
算
数

費
用

二
年
牛
=
三
千
五
百
円
、

三
年
生
・・・
四
千
円

□
関
原
お
さ
ら
い
教
室

日
時
毎
週
火
・
木
囓
日
、午
後

三
時
～
五
時
(
各
学
年
一
時
間
)

場
所

橘
幼
稚
園
(
関
原
三
一
四

一
一
一
)

募
集
人
員
・
科
目
・
費
用

千
住

お
さ
ら
い
教
室
に
同
様

申
込
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も
、

足
立
区
高
齢
者
事
集
団

　
(

七
〇
一
六
二
二
二

お
祝
い
電
報
は

お
早
め
に

結
婚
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、

一
一
五
番
は
大
変
こ
み
あ
い
ま

す
。
配
達
日
の
十
日
前
か
ら
三

日
前
ま
で
に
お
打
ち
に
な
れ

ば
、
百
五
十
円
割
引
き
に
な
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
電

々

公
社

》

区
商
連
高
等
職
業

訓
練
生
募
集

期
間

四
月
～
翌
年
三
月
(
毎
週

一
回
)

科
目

販
売
科
(
簿
記
含
む
)

対
象

商
業
従
事
者
お
よ
び
商
業

を
志
す
方

取
得
で
き
る
資
格

商
業
技
能
士

補
・
簿
肥
(
一
了

三
級
)
・
商

業
指
導
員
へ
の
選
あ
り

願
書
締
切

三
月
二
十
六
日
(
金
)

※
定
貝
に
痾
た
な
い
と
き
は
中
止

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

区
商
連
高
等

職
業
訓
練
校
、
区
商
店
街
振
興

組
合
連
合
会
(
千
佳
仲
町
一
一

五

　
八
(
一
i
九
二
二
)

職
業
訓
練
生
募
集

科
目

二
級
建
築
士
(
法
規
・
力

学
)
コ
ー
ス

日
時

四
月
七
日
ヱ
(
月
三
十
日

の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、
時

間
は
午
後
六
時
～
九
時
十
分

定
員

三
十
名
(
先
一
順
)

費
用

一
(千
五
百
円

申
込
期
間

四
月
一
ロ
ヱ
(
日

申
込
・
問
合
せ
先

亀
戸
高
等
職

業
馴
練
校

　
六
八
三
!
○
三

四
一

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
を

み
ん
な
で
撲
滅
し
よ
う

お
礼

育
英
賢
金
貸
付
事
業

の
た
め
、
次
の
方
々
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
(
株
)
三
浦
工
務
店
三
和
会
(
東

和
=
〒
一
四
上
一
五
)

▽
山
田
と
よ
子
(
中
川
一
-
一
匕

上
(
)

Y・SE　239, 000


